
ま　え　が　き

　現代では，われわれを取り巻くさまざまな分野（科学，インターネット，社

会システムなど）で大量のデータが時々刻々と作り出されている。ある調査会

社によれば，2011 年には人類の生産するデータの総量が，人類が手にする記憶

媒体の記憶容量の合計を一桁以上も上回ったという見積りがある。さらに

2020 年にはデータの生産量は 40 ゼッタバイトになると見積もられている。

　対象の観測や分析によって大量データを作り出す科学分野には，宇宙，環

境，素粒子物理，生命，医学などが含まれる。今この時点でも電波望遠鏡，人

工衛星，粒子加速器，DNAシーケンサ，MRI（核磁気共鳴画像法）装置が，

それぞれの分野で絶えず大量のデータを供給し続けている。

　科学という専門分野でなくても，一般の人がインターネットを通して意識的

に直接作り出すデータには，デジタルライブラリ，およびニュース，Web，

Wiki，そしてソーシャルメディアがある。最近になって急速に発展してきた

ソーシャルメディアの代表としては，ツイッター，フリッカー，フェイスブッ

ク，YouTubeなどがある。また，ウィキペディアもソーシャルメディアの一種

ととらえることができる。これらのデータをまとめてソーシャルデータという。

　一方で，人間が現実世界における物理的な社会システムの中で無意識のうち

に間接的に作り出すデータには，電力（機器），ガス（機器），ビル（赤外線セ

ンサ，温度，照度，湿度，二酸化炭素などのセンサ，監視カメラ），輸送（交

通機関における ICカード利用，物流）由来のデータが含まれる。これまでは，

社会システムで作り出される，こうしたデータは言わば人間の廃棄データ

（data exhaust）と見なされてきた。しかしながら，今日では廃棄データでさ

え，リサイクルしてビジネス上の価値をくみ出すことが可能であると考えられ

ている。こうしたデータを実世界データと呼ぶことにする。
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　すでに言及した先の調査会社によれば，こうしたソーシャルデータや実世界

データは，総じてビッグデータと呼ばれている。その特徴は以下のようにまと

められる。

　● ビッグデータはその名前のとおり，その量（Volume）が尋常ではない。

　●  その種類（Variety）は，構造データからテキスト，半構造，グラフ（一

般にネットワーク）などのように拡大している。

　●  ツイッター，センサデータストリームなどのように，そのデータが生成

される速度（Velocity）が大きい。

　そこでしばしば，ビッグデータの性質は，特徴的なタームの頭文字をとって

V 3（Volume，Variety，Velocity）と言われる。そうしてこれらのビッグデータ

からは，科学分野の知識に限らず，さまざまなビジネス上の価値が生まれるこ

とが期待されている。

　ここでは Varietyによって，ビッグデータの応用分野が多様であることも併

せて意味する。また，ビッグデータは曖昧性 (Vagueness)を多く含み，質のよ

い結果を得るためにはそうした曖昧性を極力減らす必要がある。さらに利用者

の中には，自分のデータを含むビッグデータ応用におけるプライバシーやセ

キュリティの仕組みに関して漠然とした不安（Vague concerns）があることも

事実である。この不安の払拭が，ビッグデータ応用の普及のカギになると言っ

てよい。そこでビッグデータの特徴，4番目の V（Vagueness）を加えて V 4 と

表現してもよいかもしれない。

　ビッグデータ時代のデータ分析や応用に携わる者は，しばしばデータサイエ

ンティストと呼ばれ，今や引く手あまたの花形職種の一つとなりつつある。そ

こでこうしたデータサイエンティストに求められる能力や知識を改めて考えて

みる。それには少なくとも以下が含まれる。

　● 仮説を立てる

　● 仮説を検証する

　● ソーシャルマイニング，Webマイニング

　● 自然言語処理

　● 知識表現
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　ま　　え　　が　　き　　　iii

　● 可視化

　● GIS（地理情報システム）

　● 幅広い応用（応用統計学，ビッグデータ応用事例）

　● スケーラビリティ

　● 倫理と法

　● セキュリティ，プライバシー

　● コミュニケーション能力（引き出す，理解，説明）

　本書ではソーシャルビッグデータに関連する項目に絞って，以下のような基

本的な概念や関連する技術を説明する。

　● ソーシャルデータとビッグデータ

　● 仮説の概念

　● 仮説を立てるためのデータマイニング

　● 仮説を検証するための多変量解析

　● Webマイニング，メディアマイニング

　● 自然言語処理

　● ビッグデータ応用

　● スケーラビリティ

　本書では，ソーシャルビッグデータの時代でますます重要な役割を持つこと

になった仮説を基本として，ソーシャルビッグデータのための分析技術をとら

えるという視点を貫く。そうした意味で本書は類書とは異なり，しっかりとし

た学術的基盤に立ちつつ，基本から応用まで，ソーシャルビッグデータの全体

像を伝えることを目指す。

　本書が学生，および若い技術者や研究者をはじめとして，ソーシャルビッグ

データに関心のある読者に幅広く利用されることを願う。また本書をまとめる

にあたって大変ご協力をいただいた，株式会社コロナ社の方々に深くお礼を申

し上げる。

　2014 年 9 月

石川　博　
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　ソーシャルメディアは，ソーシャルビッグデータの応用にとって不可欠な
構成要素である。ここではまずソーシャルメディアとは何かをよりよく理解
するために，ソーシャルメディアを複数のカテゴリに分類して，その特徴を
説明する。その後で，ソーシャルビッグデータ応用のための分析対象という
観点から重要なカテゴリを複数選び，そのカテゴリで代表的なソーシャルメ
ディアを取り上げて，その特徴を説明する。それらの特徴の説明では，関連
する統計，ソーシャルメディアの構造や相互作用，類似メディアとの関係に
焦点を絞る。

1 .1　ソーシャルメディアとは何か

　一般にソーシャルメディア（social media）は，プラットフォームとしての

Web上に構築されたシステムとその利用者から構成される。そして利用者は，

システムとのあいだで，システムが許した直接的な相互作用を行う。また，基

本的に，ある利用者はシステムからだけでなく他の利用者からも識別される。

さらに，利用者は複数集まって明示的なコミュニティ，あるいは一般的なネッ

トワークを作る。こうして構築されるネットワークが，いわゆるソーシャル

ネットワーク（social network）である。利用者は，ソーシャルネットワーク

分析の文脈の中では行為者（actor，アクタ）と呼ばれる。利用者はソーシャ

ルメディアシステムと相互作用を行うと同時に，そのネットワークに参加し，

あるいはそれを利用しながら，そのメディアが提供するサービスを享受するこ

とができる。

ソーシャルメディア各論1
Ⅰ編　ソーシャルビッグデータの基本概念と応用
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2　　　1 .　ソーシャルメディア各論　

　より具体的にはソーシャルメディアは，そのサービス内容の違いに基づい

て，おおよそ以下のようなカテゴリに分類できる。

　   ブロギング（blogging）：このカテゴリのサービスでは，利用者は個人的

な出来事を含め，あるトピックに関する説明，感想，評価，考え，行動

などを日記風におもにテキストで出版する。

　   マイクロブロギング（micro blogging）：このカテゴリのサービスでは，

利用者は一般のブログより短いテキスト（ツイートは最大 140 文字）で，

より頻繁にブログを出版する。

　   SNS（Social Network Service）：このカテゴリのサービスは，利用者間の

ソーシャルネットワーク作りそのものを支援する。

　   共有サービス（sharing service）：このカテゴリのサービスは，動画，楽

曲，写真，ブックマークなどさまざまなものを利用者間で共有できるよ

うにする。

　   ビデオコミュニケーション（video communication）：このカテゴリのサー

ビスでは，利用者間でビデオを利用してチャットや会議を行うことがで

きる。

　   ソーシャルサーチ（social search）：このカテゴリのサービスでは，検索

結果に対する利用者の好みや意見が，それ以降の検索結果に反映される。

あるいは利用者の問い合わせに対して，他の利用者を含めて人々が直接

回答してくれる。

　   ソーシャルニュース（social news）：このカテゴリのサービスでは，利用

者が一次ソースとしてのニュースだけでなく，すでにある好きなニュー

スを投稿・評価することができる。

　   ソーシャルゲーミング（social gaming）：このカテゴリのサービスでは，

SNSを基盤として，その利用者間でコミュニケーションを取りながらゲー

ムを行うことができる。

　   クラウドソーシング（crowd sourcing）：このカテゴリのサービスでは，

利用者が，ある仕事の一部または全部を，他の利用者にアウトソーシン
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　1 .2　代表的なソーシャルメディア　　　3

グすることができる。

　   コラボレーション（collaboration）：このカテゴリのサービスは，利用者

間の共同作業を支援したり，その共同作業の結果を出版したりする。

1 .2　代表的なソーシャルメディア

　ここでは，ビッグデータソースの一つとしてソーシャルメディアを分析し，

その結果を利用するというソーシャルビッグデータ応用の観点から，現状での

ソーシャルメディアのユーザボリュームとインパクトを考慮して，マイクロブ

ロギング，SNS，動画共有，写真共有，コラボレーションの各カテゴリを取り

上げる。それらカテゴリから代表的なソーシャルメディアを一つずつ選択し，

さらに比較対照として一般Webを加えて，メディアごとにそのプロフィール

（特徴）を説明する。その際には，分析に有効な以下のようなポイントに注目

する。

　  カテゴリと創設　　  統計　　  構造　　  おもな相互作用　　  類似

したメディアとの関係　　  API（Application Programming Interface）

1 .2 .1　ツイッター （Twitter）

　〔 1〕　カテゴリと創設　　ツイッター［Twitter 2014；Twitter‒Wikipedia 2014］† 

は，2005 年に Jack Dorseyによって創設されたマイクロブロギングのためのプ

ラットフォームサービスである（図 1 .1）。それはライブ性が高く，友人間で

たがいの状況を把握するのに適するメディアの開発に関するアイデアからス

タートした。ツイッターは，2007 年に開催されたサウス・バイ・ウェスト会

議（South by Southwest interactive，SXSWi）で利用者が急増したことがきっ

かけで注目されるようになった。また，2011 年には日本で宮崎 駿のアニメ

『天空の城ラピュタ』がテレビで放映されたときには 1秒間で 25 .088 件のツ

 †　 引用・参考文献の一覧は，巻末にアルファベット順に掲載する。なお，本書に掲載さ
れる URLは編集当時のものである。
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4　　　1 .　ソーシャルメディア各論　

イート（tweet，ツイッターの記事）が投稿されて話題となった。

　〔 2〕　統　計

　  アクティブな利用者：200M (M：100 万）　　  検索回数 /1 日：1 .6 B

（B：10 億）　　  記事数 /1 日：400 M

　〔 3〕　基本的データ構造

　（利用者関連）

　  アカウント　　  プロフィール

　（コンテンツ関連）

　  ツイート（tweet）

　（関係関連）

　  Webサイト，ビデオ，画像へのリンク　　  利用者間のフォロワー‒フォ

ロウィー（follower‒followee）関係　　  検索の保存　　  利用者のリスト

　  ツイートのブックマーク

　〔 4〕　おもな相互作用

　   アカウントを作成・削除する。

　   プロフィールを作成・変更する。

　   ツイートを投稿する：フォローしている利用者によって投稿されたツイー

トがフォロワーのタイムライン上に現れる。

　   ツイートを削除する。

図 1 .1　ツイッター［Twitter 2014］
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　1 .2　代表的なソーシャルメディア　　　5

　   ツイートを検索する：検索語や利用者名でツイートを検索できる。

　   リツイート（retweet）する：利用者があるツイートをリツイートすると，

そのツイートがフォロワーのタイムラインに現れる。言い換えれば，自

分がファローしている利用者が，あるツイートをリツイートすると，自

分のタイムライン上にそのツイートが現れる。

　   返信する：そのツイートを投稿した利用者に返信すると，投稿者と返信

者の両方をフォローする人のタイムラインに現れる。

　   ダイレクトメッセージを送信する：自分のフォロワーに直接メッセージ

を送る。

　   ツイートに位置情報を付加する。 

　   ハッシュタグ（hashtag）を付加する：＃で始まる文字列で，それを含む

ツイートを検索できる。ハッシュタグはしばしばあるトピックを示した

り，まとまったコミュニティを形成したりする。

　   Webページの URLをツイートに埋め込む。

　   ビデオをリンクとして埋め込む。

　   画像をアップロードして共有する。

　〔 5〕　類似したメディアとの関係　　一般のブロギングのためのプラット

フォーム［WordPress 2014；Blogger 2014 など］と同じように，ツイッターの

記事はテキストが中心である。ただしツイッターでも，他のメディアへのリン

クを含められる。一方でツイッター記事の文字数は，他のメディアに比べて少

なく，ツイッター記事が作成される速度も，それらに比べて速いことが特徴で

ある。

　なお，WordPressは単にブロギングのプラットフォームとして利用されるだ

けでなく，LAMP（Linux Apache MySQL PHP）スタック上で比較的容易にシ

ステムの構築ができるので，企業の CMS（Content Management System）とし

ても広く利用されている。

　〔 6〕　API　　ツイッターはWebサービスの APIとして，REST（Represen-

tational State Transfer，HTTPプロトコルに従って URIとパラメータを指定し
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6　　　1 .　ソーシャルメディア各論　

てサービスにアクセスし XMLデータを得る）とストリーミング（streaming）

APIを提供している。

1 .2 .2　フリッカー（Flickr）

　〔 1〕　カテゴリと創設　　フリッカー［Flickr 2014；Flickr‒Wikipedia 2014］

は，Stewart Butterfieldと Caterina Fakeによって創設された Ludicorp社が，

2004 年に立ち上げた画像共有サービスである（図 1 .2）。サービス開始当初，

画像共有そのものは多数の利用者間でのチャットの手段の一つという位置付け

であった。しかしその後のサービスでは，逆に画像共有が主目的になり，やが

て，もともとの目的であったチャットサービスは問題もあって姿を消した。

　〔 2〕　統　計

　  登録利用者：87M　　   画像数：6 B

　〔 3〕　基本的データ構造

図 1 .2　 フリッカー 
［Flickr 2014］
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